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県立港北高等学校長  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月 19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新学習指導要

領の主旨を踏

まえ、生徒の特

性等に応じた

教育課程を編

成し、適切に実

施する。 

②社会の変化や

ニーズに対応

し、生き抜くた

めの資質・能力

を養うため、

「主体的・対話

的で深い学び」

を実現する授

業づくりを推進

する。 

③生徒会活動や

学校行事等を

充実させ、自主

性・主体性・社

会性を育成す

る。 

①新学習指導要   

  領に基づく教

育課程を策定

する。 

②ICTを活用した

学習活動の活

性化を図る。 

②学習保障の観 

 点から臨時休  

 業期間や分散

登校中等の学

習を充実させ

る。 

 

①カリキュラム検討委

員会を中心に新学

習指導要領に基

づく教育課程を編

成する。 

①②授業づくりの指

針である「港北の

授業デザイン」を

徹底するとともに

授業力向上研修

会（年５回）や研究

授業（年２回）を通

して授業力向上を

図る。 

②ＩＣＴを効果的に活

用し、課題の提

供・回収、動画の

配信、オンライン

授業等を実施す

る。 

①教育目標の実

現に向けた教

育課程が編成

できたか。 

①②各教科の自

己評価、生徒

による授業評

価、意識行動

調査に改善が

みられたか。 

②ＩＣＴを活用し

た授業が活性

化したか。 

①新たな教育課程

を編成することが

できた。 

①②「港北の授業デ

ザイン」について

第 1回授業力向

上研修会を実施

した。第2回同研

修会 は 書 面 開

催、6月研究授業

は中止となった。

11月の研究授業

で個々の授業力

を向上させた。 

①②臨時休業・分

散登校期間に

ICTを効果的に活

用できた。通常登

校再開以降もICT

活用を継続した。 

①②来年度は、授

業力向上研修会

（年間５回）、研究

授業（年間２回）を

工夫して行い、さ

らなる授業力の向

上に努める。 

②ICTの活用は技 

術的な問題のた 

め担当者によっ

て個人差がある。

ICT活用に関す

る研修会を増や

して全職員が

ICTを活用できる

よう推進する。 

①②コロナ禍の状況でやむ

を得ないことだが、授業力

向上研修会の回数が未

達であった。次年度は仕

切り直しで強化の方向に

向かうことが必要である。 

②Google  Classroom の活

用は、教員-生徒双方にと

って浸透してきた。ＩＣＴ化

は教員個々の努力も重要

だが、組織的な取り組み

がより重要である。Zoom

やMeet等も一層活用して

ほしい。「主体的・対話的

で深い学び」の実現目標

については、ＩＣＴの活用・

Classroom の活用で達成

できていたことは評価でき

る。 

②臨時休校中でも生徒の学

びを止めないという姿勢

が感じ取れた。今後も継

続してほしい。 

 

①本校生徒のニーズに沿った新た

な教育課程を編成することができ

た。この３年間「54分授業・８分休

憩」を実施してきたが、新教育課

程の導入とともに授業時間の検

討が課題である。今年度は手洗

い等の感染対策のため 10分休

憩を継続したが授業間に時間的

な余裕があったので継続したい。 

②「港北の授業デザイン」は工夫を

繰り返し、わかりやすくかつ有効

な形になったが、コロナの影響で

研修や公開授業については縮小

を余儀なくされた。回数の充実が

課題である。 

②臨時休業中から教育活動再開後

も、授業等でＩＣＴの効果的な活

用を進めることができ、環境整備

も整った。一方で、技術的に苦手

意識を持っている教員は少なくな

いことが課題である。 

①新教育課程検討と合わせて、「54

分授業・８分休憩」を抜本的に考

え直し、「主体的・対話的で深い

学び」のより効果的な実現を検討

する。 

②今年度の取組の継続に加え、分

析からの PDCAにつなげながら

「港北の授業デザイン」の一層の

定着のため、研修や研究授業の

質を高めるよう検討する。 

②ＩＣＴの効果的な活用について

は、技術的な問題を解消するた

めに、研修会やマニュアル作りを

充実させ、全職員で活用を推進

できるような体制を構築する。 

２ 
 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとり

が安心・安全な

学校生活を過

ごせるよう、教

育環境や支援

体制の充実を

図る。 

②部活動を通し

て、協調性・責

任感・連帯感

の涵養を図ると

ともに自発的な

行動力を育成

する。 

①支援教育につ  

 いて理解を深 

 め、生徒一人ひ

とりの状況を把

握し、情報共有

して課題解決を

図る。 

②新型コロナウィ 

 ルス感染予防 

 対策を踏まえ、 

部活動の指導・ 

運営に係る体制

を整備する。 

①必要に応じてケース

会議を開き、スクール

カウンセラーを活用し

ながら適切に生徒を

支援する。 

②生徒の健康面・安 

 全面を配慮し、活動

環境や内容を適正化

して行う。 

①組織的な支援

により、課題解

決につながる

件数が増加し

たか。 

②部活動が効果

的かつ円滑に

実施できた

か。 

①全職員で情報共

有を行い、アンケ

ートでいじめ等の

早期発見・防止に

努めた。 

〇ケース会議を計

画的に実施し、生

徒支援を実践し

た。 

〇定期的な服装・頭

髪指導を行った。 

〇マナー意識向上

の校外指導を実

施した。 

②部活動は新型コ

ロナウィルス感染

予防対策をとりな

がら継続することが

できた。 

①いじめなどの生徒

指導事案に関し

て早期発見・対応

に努める。 

〇スクールカウンセ

ラーに加えてSSW

も含めて適切な活

用の方策を実践

する。 

〇定期的にマナー

アップ指導を実施

し、生徒のマナー

を向上にさせる。 

②感染予防対策を

講じながら、安心

安全に部活動を

行えるよう環境整

備に努める。 

①新しい生活様式への転換

の中、敏感な生徒にメンタ

ル面の支援を継続してほ

しい。SSW 等の活用も必

要である。 

①生徒指導は初期対応が

重要である。アンテナを高

くして取り組んでほしい。 

①学校外での行動でも通常

の常識を守るよう指導を継

続してほしい。 

②感染拡大防止の中、部活

動の指導徹底も難しかっ

たが、生徒の姿に指導の

成果が見られ、再開・再生

への努力が団結力や好

循環な課題活動につなが

っていたことは評価でき

る。 

 

①スマートフォン、ＳＮＳに関する問

題行動が多様になっている中、ス

クールカウンセラー等に早い段

階で相談し、助言を得ることがで

きている。今後も多くの生徒、保

護者がスクールカウンセラーを活

用できるようにして、より適切な生

徒支援を進めることが課題であ

る。 

②コロナ禍の中、部活動では生徒

主体の活動が大幅に制限された

が、安全面を配慮しながら活動を

継続できた。今後、さらに感染対

策を講じながら適切な指導を継

続するための方策の検討が必要

である。 

①ＳＮＳに関する問題行動に対し

て、スクールカウンセラーも含め

たケース会議等での情報共有、

課題分析を通して、いじめ等の早

期発見、早期対応等のより適切

な支援体制を構築する。 

②感染症対策を万全にして、安心、

安全な高校生活が送れるように

十分かつ適切な指導や支援の方

策を検討する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月 19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①３年間を見通し

た体系的なキ

ャリア教育を実

践し、生徒の自

己実現力を高

める。 

②生徒の個性や   

 多様な進路希 

 望に適した進 

路支援体制の

充実、拡充を図

る。 

①キャリア教育を

充実させ、自ら

のキャリアプラ

ンを構築できる

資質・能力を育

成する。 

②大学入試改革

を踏まえ、外部

機関等と積極

的に連携し、情

報 収 集 を 行

い、進路ガイダ

ンス体制を充

実させる。 

①「私の未来地図Ⅰ

～Ⅲ」＜総合的な

探究（学習）の時

間＞を中心とした

キャリア教育を実

践するとともに、キ

ャリアパスポートを

効果的に活用す

る。 

②外部機関等を活

用した研修会を実

施し、学年に応じ

た適切な進路指導

を行う。 

①探究的活動が

進展し、キャリ

アパスポート

の活用が図れ

たか。 

②進学実績に反

映できたか。 

 

①②外部機関を活

用し全学年で模

擬試験の振り返り

を行った。 

〇リモート面接など

へ対応するため

の生徒用説明会

を実施した。 

②進路実績につい

て、コロナ禍の中

ではあったが、希

望進路への達成

度はほぼ例年通

りの結果であっ

た。 

①②小論文模試を１

年次から取り入れ

る等、３年間を通

した進路指導を視

野に入れていく。 

 

 

②希望進路実現に

向けて、より丁寧

な進路指導を継

続する。 

① 外部機関を活用してい

ることは評価できる。 

①②小論文は読む力、表現

する力が必要となるた

め、小論文模試の取り

入れは評価できる。パ

フォーマンス課題等も

検討してほしい。 

①②キャリア教育は、小学校

から一貫した取組が必

要になるが、高校では、

将来へ向けてより具体

的な自分探しの方策に

ついて工夫が必要であ

る。 

①「総合的な探究の時間」の実践が

本格化した。今後より「探究」を重

視した教育活動とキャリアパスポ

ートの活用を進めることが課題で

ある。 

②外部機関を活用して各学年の発

達段階に合わせて将来を見据え

た研修会や説明会を開催した。

感染症対策のため放送等による

説明会となったが、より効果的な

情報提供の場となるよう工夫が必

要である。 

②コロナ禍の中、新入試制度が 

導入されたが、ほぼ例年通り 

に希望進路の実現と進路実績 

を達成することができた。 

①キャリアパスポートを効果的に活

用し、１年次から３年間を見通し

たキャリア教育を一層充実させ、

小論文模試の導入等を含めてあ

らゆる教育活動において「主体

的・対話的で深い学び」の充実を

図る。 

②校内外の関係部署との連携を深

め、多様な進路希望に適した体

制を構築する。 

②新しい大学入試の情報提供と進

路相談を実現できるような体制を

強化する。 

４ 地域等との協働 

①地域との連携・

協働により、

「開かれた学校

づくり」を推進

する。 

②保護者・地域

への情報提供

に努め、家庭・

地域の支援体

制を充実させ

る。 

①学校行事や地   

  域防災等にお

いて、地域と連

携した教育活

動を展開する。 

②本校の教育活

動や取組につ

いて、積極的

に情報発信す

る。 

①近隣小中学校との

行事や地域との防

災訓練等に積極

的に参加する。 

②学校ホームページ

の内容の充実を図

り、更新を積極的

に行う。 

①地域との連

携・協働を推

進できたか。 

②ホームページ

の更新回数が

昨年度より増

えたか。 

②中学生の志願

者数に反映で

きたか。 

①②地域貢献活動

は規模を縮小し

た。 

②コロナ禍で学校

紹介動画等を工

夫して作成した。 

②１年生調査では

11月学校説明会

が学校選びに役

立ったとの回答が

23％だった。 

②11月、12月の学 

校説明会には定 

員満員の来校者 

があった。 

①②県のガイドライ

ンや感染防止の

観点を重視しつ

つ、できる限り生

徒の活動を保障

できるよう、工夫し

ていく。 

②閲覧しやすいホ

ームページの構

築に努め、情報発

信の充実を図る。

各担当者自らが

記事を作成・掲載

できるよう研修を

実施する。 

①コロナ禍で活動が制限さ

れた中でも、生徒個人の

防災意識を高めることは

可能なので、防災や防犯

に関しても幅広い知識が

得られるよう工夫が必要で

ある。今年度はコロナ禍で

交流そのものが難しい状

況であったが、地域防災

など小学校と連携をして、

さらに地域の中にある公

立校としての存在価値が

高まるよう検討を要する。 

②ＨＰの充実に向けて工夫 

する必要がある。 

①感染対策のために、ほとんどの地

域交流活動が制限されたため、

地域との協働、開かれた学校づく

りの実現は達成できなかったの

で、次年度はより多くの地域との

協働活動を実践することが課題

である。 

②ＣＭＳによるホームページでは、

コロナ関係や臨時休業中での生

徒・保護者向けの情報を効果的

に発信できた。今後、多くの教員

によりホームページの充実のため

に学校の活動の様子等を十分に

発信していくことが必要である。 

①地域、ＰＴＡ，同窓会との連携をさ

らに推進し、家庭や地域から協

力を得やすい体制を構築する。 

②各グループの担当者がホームペ

ージ上に自ら記事を作成し掲載

できるようにマニュアルを作成し、

研修を実施することでホームペー

ジの充実を図る。閲覧しやすく、

本校の特色や魅力を十分に配信

できるよう、学校ＨＰの内容を一

層充実させるようにする。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校運営協議

会を活用しな

がら地域との連

携・協働を推進

し、地域ととも

に歩む学校づ

くりを推進す

る。 

②定期的に不祥

事防止研修会

を実施し、教職

員の危機管理

意識を高める。 

③生徒と向き合う

時間を確保す

るために、教員

の働き方改革

を推進する。 

②不祥事防止ゼ  

  ロプログラムに

基づき、不祥

事防止研修会

を実施し、事故

不祥事やハラ

スメントの根絶

に向け取り組

む。 

③時間外勤務の

縮減と勤務時

間の平準化に

向け、業務体

制を工夫する。 

②マニュアルやルー

ルに則った業務遂

行、個人情報の適

切な取扱い、人権

に配慮した職務行

動等を徹底する。 

③ＩＣＴを活用した校

務の効率化を図

る。 

③会議の精選や会

議時間の短縮に

取り組む。 

②事故不祥事や

ハラスメントに

対する意識が

高まり、未然防

止につながっ

たか。 

③ＩＣＴの活用を

推進し、校務

の効率化を実

践できたか。 

③勤務時間内の

会議の遵守割

合が上がった

か。 

②職員会議で毎回

不祥事防止研修

会を実施し、チェ

ック式のワークシ

ートを全職員に提

出させた。 

③生徒の健康観察

にＩＣＴを活用し

た。 

③会議開始･終了の

時間厳守を推進

していた。 

②不祥事防止に全

職員で取り組むた

め研修会等を継

続する。 

③ＩＣＴによる業務の

効率化を進め、会

議内容の精選や

勤務時間の遵守

により一層積極的

に教員の働き方

改革に取り組む。 

③高校のＩＣＴ活用が、コロ 

ナの影響で急激に進ん 

だ。生徒と向き合う時間 

の確保で教員の働き方 

改革の取組を進めたこと 

は評価できる 

③生徒の健康観察のＩＣＴ 

活用は継続してほしい。

業務改善、効率化のため

のＩＣＴ活用は、対人時間

の確保のために必要であ

り、より一層の工夫が必要

である。 
 

② 事故不祥事やハラスメントにつ

いて研修会を実施したが、一人

ひとりの教職員がわがこととして

自らの行動を振り返り、未然防止

につながるように、個々の意識を

一層高める必要がある。 

②事故対策について、ミスの防止と

ミスが起きても事故に発展させな

いことを念頭に取り組むことが課

題である。 

③生徒の毎朝の健康観察をＩＣＴに

より行ったり、電子掲示板の活用

を進めたりして、打合せ時間を確

保した。より一層の工夫をして働

き方改革を進めることが課題であ

る。 

②個人情報の適切な取扱、人権に

配慮した職務行動、事故不祥事

やハラスメントに対する意識を高

めるために、定期的な研修を継

続する。 

③ＩＣＴ活用、グループの業務見直

し、業務マニュアルの作成、衛生

委員会での情報共有、産業医か

らの指導助言等を通して、時間

外勤務の軽減や効率的な業務遂

行等の働き方改革に精力的に取

り組むよう、適切な体制を構築す

る。 

 


